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◆各部会の活動に関するお問い合わせは、下記担当課までご連絡お願い致します。 

 

部会名 所管部署名 連絡先 

建設部会 

住宅・不動産部会 

設備工事部会 

ものづくり工業部会 

産業部 

地域振興・ものづくり課 011-231-1373 

生活関連商業部会 

金融・サービス部会 

健康・文化部会 

生活・サービス産業課 011-231-1374 

情報部会 ＩＴ推進室 011-231-1077 

運輸・自動車部会 人材確保・活用課 011-231-1772 

観光部会 国際・ 

観光部 

国際交流・観光課 011-231-1330 

食品・貿易部会 食産業・貿易課 011-231-1332 

 

食品・貿易部会 
 

 

10 月９日（水）～10 日（木）の２日間、アクセスサッポロにて北海道の宿泊、外食産業の会社と商談でき

る展示会「観光・ホテル・外食産業展 HOKKAIDO2024」が開催され、北のブランド PR コーナーを設置し、認

証企業７社が出展した。 

開催期間中には 8,000 人を超える来場者が訪れ、出展企業からは「商談を通じて商品を仕入れたいとの話

に繋がった」「商品を PRすることができ、見積もりを依頼された」等の声が寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

令和６年１１月号 
（１０月開催の事業、１１月下旬～開催事業のお知らせ）  発行：札幌商工会議所  

 

本紙は各部会・分科会の活動や 

今後の予定をお知らせするものです。 

＜当日の様子＞  



 

情報部会 
 

 

 

 

生産性向上、業務効率の改善を目的に、ポリテクセンター北海道と協力し DX 推進をテーマとしたセミナー

を開催しました。講師に T＆Iアソシエイツ 代表の田中 薫氏を迎え、DXによる企業変革の有効性や自社で

推進するうえでのポイント等について解説し、参加者同士の意見交換も交えながら理解を深めた。 

参加者からは「DX の必要性を再認識することができた」「ロードマップの必要性、作り方を学ぶ機会にな

った」「他社の体験談を聞き、共感や刺激を受け、自身に置き換えて考えることができた」など、自社に生か

すための前向きな姿勢が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報部会 
 

 

札幌の IT企業の PRを目的に、10月 23日（水）～25 日（金）の３日間、幕張メッセで開催された「Japan 

IT Week 秋 2024 ソフトウェア＆アプリ開発展」に出展した。 

道外からのシステム開発案件を受注することを目的に活動している「ニアショア推進協会」として、会員

企業５社と共同出展し、協会の PR のほか各社が自社製品やサービスの売り込みを行った。展示会には３日間

で 27,801名が来場し大きな賑わいをみせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生産性向上支援訓練 DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進

～自社に適した DX とは～開催報告

＜開講挨拶の様子＞  ＜グループワークの様子＞  

＜各出展者ブースの様子＞  

 



 

ものづくり工業部会 
 

 

10 月 24 日（木）～25 日（金）、ものづくり分野における道内他地域との協業機会の創出と、今後の販路拡

大につなげることを目的に、熊本商工会議所工業部会との交流及び熊本市内の企業視察を行った。 

２日間にわたり「くまもと DX アワード受賞企業」を訪問した。初日はバイオ関連技術などを活用し精密部

品製作を手掛ける㈱オジックテクノロジーズを視察し、熊本商工会議所の工業部会との懇親会を行った。翌

日は、紙製パッケージの制作会社である㈱倉岡紙工を視察した後、熊本県及び㈱マイスティアよりＴＳＭＣ

進出により県内企業への影響等について情報提供いただいた。 

＜行程＞ 

日付 時間 スケジュール 

１日目 

10/24 

（木） 

14:45 阿蘇くまもと空港 集合 

14:50 阿蘇くまもと空港 → ㈱オジックテクノロジーズ 

15:30 ㈱オジックテクノロジーズ 視察 (90分） 

18:00 熊本商工会議所 工業部会との懇親会 (90分) 
 

日付 時間 スケジュール 

2日目 

10/25 

（金） 

9:30 熊本駅 集合 

10:00 ㈱倉岡紙工 視察 （90分） 

12:00 昼食 青柳 

14:00 熊本商工会議所等からの情報提供 (90分) 

15:40 熊本駅 解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

＜㈱オジックテクノロジーズでの集合写真＞ ＜㈱倉岡紙工視察の様子＞ 

＜熊本県および㈱マイスティアからの情報提供の様子＞ 



 

観光部会 
 

 

10 月 11 日（金）～15 日（火）の５日間、札幌の新たな観光コンテンツとしての定着を目指す屋外サウナ

イベント「サウナの街サっぽろ」の第８弾を、シャトレーゼガトーキングダムサッポロの敷地内で開催した。 

今回は“ALL Hokkaido Sauna”をテーマとし、全道から集めた様々なサウナのほか、無料抽選会や札幌観

光大使によるライブステージを開催するなど、コンテンツを拡充し、北海道の中心となる札幌から北海道の

魅力を発信、来場者の満足度向上を図った。期間中には 1,216人が来場し、盛り上がりを見せた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 生活関連商業部会 
 

 

 

９月１日（日）～10 月 27 日（日）の約２か月間、LINE を活用したスタンプラリーイベント、札幌ぷらっ

とウォーク 2024「琴似・北 24条・平岸エリアスタンプラリー」を開催した。 

本イベントは、商店街や地域への来店機会の創出、PR事業の DX化定着を目的に実施した。 

参加者は、スタンプスポットで QR コードを読み取り、スタンプを 10 個貯めると豪華景品が当たる抽選会

に参加できるほか、店舗で利用できる割引や無料サービス等、お得な「プレミアム特典」が受けられるスタ

ンプスポットも用意し、購買意欲を高める仕組みを取り入れた。 

 今年度は、琴似、北 24 条、平岸とエリアを拡大し、各地域への誘客を図った。イベントには、当部会主催

のスタンプラリーイベントでは過去最多の 161店舗にご参加いただき、公式 LINE の友達数は 4,058名と昨年

の倍に増えた（2024.10.31現在）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

＜じゃんけん大会の様子＞ 

＞ 

＜夜の会場の様子＞ 

＞ 

＜プロレスマルシェとコラボの様子＞ 

＞ 

＜参加者の様子＞ 

＞ 



 

建設部会×情報部会×健康・文化部会 

10 月５日（土）～６日（日）の２日間、建設部会、情報部会、健康・文化部会では、業界の魅力発信や興

味・関心の喚起を目的に、小学３、４年生向けの職業体験イベント「ミニさっぽろ 2024」に出展した。 

建設部会 

建設部会のブースでは、建設機械の操作シミュレーションや特別な工具を用いた鉄筋の切断・結束の体験

等を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報部会  

情報部会では、北海道印刷工業組合と協力し、印刷業の魅力発信、興味・関心の喚起を図ることを目的に

出展した。当日は、メッセージカードとマグネットバッジの作成業務体験を実施し、2日間で 141名の子ど

もたちが体験した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康・文化部会 

健康・文化部会では、札幌デザイン＆テクノロジー専門学校（TECH.C.札幌）と協力し、「e-sports プ

ロゲーマー体験」、「e-sports 運営体験」の２つの体験プログラムで出展した。当日は、プロゲーマー体

験が 128人、運営体験が 48人、合計 176 人の子供たちが体験した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜メッセージカード作成体験＞ 

 

＜マグネットバッジ作成体験＞ 

 

＜大会運営体験＞ ＜プロゲーマー体験＞ 

＜鉄筋の切断・結束体験＞ ＜タブレットを用いた建築設計体験＞

＞ 

 



 

人材確保・活用事業 
 

 

10 月７日（月）、ＳＮＳを用いた発信力の強化や若者世代への企業認知度向上を希望する中小企業

と、札幌の企業や地域産業への理解を深めたい大学生をマッチングし、ＳＮＳの活用を企業と学生が協

働する長期プロジェクト「＃SNSのススメ＿」のキックオフミーティングを開催した。今年度は企業８

社と５大学 27 名の学生が参加した。 

前半は、チーム毎に参加学生と企業担当者が顔合わせを行い、自己紹介・企業のＳＮＳ運用状況報告

等を行い、交流を深めた。後半は、講師に㈱HAREBUTAI 西田大祐氏をお招きし「Instagram 企業アカウ

ント運用の極意」をテーマにご講話いただき、Instagramの運用に関する知識と理解を深めた。 

 

 

10 月 23日（水）、「出入国在留管理制度について」をテーマに、札幌出入国在留管理局より講師をお

招きし、出入国管理制度や育成就労制度などについての外国人材セミナーを実施した。その後希望者を

対象に、北海道、札幌での就職や就活をテーマとした留学生と企業の交流会を開催した。セミナーに 34

名、交流会には企業 14名・留学生 13名が参加し、外国人材雇用に対する理解を深めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 28日（月）、当所 SDGs 推進特別委員会と人材確保・活用委員会の共同企画で「SDGｓ推進セミ

ナー・採用担当者交流会」を実施した。 

本イベントは２部構成となっており、前半は２名の講師をお招きし、「SDGs から見る人材採用と定

着」と「実効的な食品ロス削減と SDGｓの解釈」についてそれぞれご講話いただき、後半では、講師を

務めていただいた竹栄(株)様よりロスになる前の食材を活用したオードブルを味わいながら、参加者同

士で交流を深めた。当日は 29 社 35 名が参加し、賑わいを見せた。 

 

 

  

＜セミナーの様子＞ ＜交流会の様子＞ 

＜セミナーの様子＞ ＜交流会の様子＞ 



                                                

お知らせ 
 

 

 

当所では、容器包装に関わる事業者の皆様（ただし同法が規定する小規模事業者は適用外）に、容器包装

リサイクル制度の基礎知識と、リサイクル義務を果たすための事務手続き等について、改めてご理解を賜り

たく下記の通り説明会・個別相談会を開催致します。 

【概 要】 

 日  時：令和７年１月２９日（水）１４：００～１６：００ 

場  所：北海道経済センター ８階「Ａホール」 

開催形式：ハイブリッド形式（会場・オンライン（YouTubeによる同時配信）） 

会場定員：100名（先着順）    参 加 費：無料 

 内  容：①容器包装リサイクル制度について 

      ②リサイクル（再商品化）の委託申込手続き等について 

      ③個別相談会（会場のみ） 

 申  込：令和７年１月 24日（金）までに専用フォームからお申込みください。 

      https://www.sapporo-cci.or.jp/web/events/details/post_326.html 

 

■お問い合わせ先■ 

 産業部 地域振興・ものづくり課 TEL：011-231-1373 E-mail：tiiki@sapporo-cci.or.jp 
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